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２
０
１
１
年
１
月
１
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ラ
大
統
領
が

退
任
し
、
同
国
初
の
女
性
大
統
領
ジ
ル
マ
・
ル
セ
フ
政
権

が
発
足
し
た
。
２
期
８
年
に
及
ん
だ
ル
ラ
政
権
（
２
０
０

３
〜
２
０
１
０
）
は
、
同
国
現
代
史
に
と
っ
て
記
憶
に
残

る
一
時
代
と
な
っ
た
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の
輸
出
国
と
し
て

名
を
は
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
産
油
国
と
し
て
も
浮
上
し

た
。
世
界
金
融
危
機
の
余
波
を
か
わ
し
て
年
平
均
４
％
台

の
安
定
成
長
を
達
成
し
、
中
間
層
の
拡
大
で
一
大
消
費
市

場
が
誕
生
し
た
。
外
交
面
で
も
同
国
の
持
ち
味
と
も
い
え

る
「
全
方
位
外
交
」
を
全
開
さ
せ
た
８
年
で
あ
っ
た
。

83
カ
国
に
訪
問
外
交

　

ル
ラ
政
権
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
外
交
面
の
“
成
果
”

に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
実
例
と
し
て
、『
２

０
０
３
年
│
２
０
１
０
年
外
交
評
価
』（Balanço de 

Política Externa 2003-2010

）
と
題
す
る
文
書
が
挙
げ

ら
れ
る
。「
外
交
白
書
」
と
も
い
え
る
こ
の
文
書
は
、大
統

領
退
任
直
後
の
１
月
早
々
、
ブ
ラ
ジ
ル
外
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。41
ペ
ー
ジ
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

サ
マ
リ
ー
に
、
首
脳
外
交
の
足
跡
を
克
明
に
示
し
た
デ
ー

タ
集
64
ペ
ー
ジ
、地
域
ご
と
、さ
ら
に
は
多
国
間
外
交
、グ

ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
通
商
交
渉
、
貿
易

促
進
、
食
糧
安
保
、
人
道
支
援
、
文
化
外
交
等
と
課
題
ご

と
の
各
論
か
ら
な
る
。「
在
外
ブ
ラ
ジ
ル
人
」の
１
章
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
在
日
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
（
30
万
人

弱
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
３
０
０
万
人
に
上
る
海
外
在
住

ブ
ラ
ジ
ル
、全
方
位
外
交
を
全
開

―
ル
ラ
政
権
の
８
年

上
智
大
学
名
誉
教
授  

堀
坂 

浩
太
郎
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の
同
国
人
が
増
え
た
今
日
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
面
積
、
人
口
で
世
界
５
番
目
の
サ
イ
ズ
を

持
ち
な
が
ら
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
は
、
外
交
面
で

は
そ
れ
ほ
ど
華
々
し
い
動
き
を
見
せ
な
い
ロ
ー
・
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
な
外
交
を
特
徴
と
し
て
き
た
。
こ
の
点
は
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
、
新
国
際
経
済
秩
序
形
成
の
働

き
掛
け
や
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結

な
ど
経
済
外
交
面
で
活
発
な
動
き
を
見
せ
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
加
盟
国
に
上
り
詰
め
た
メ
キ
シ
コ
と

は
対
照
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
の
特
徴
と
し
て
、
し
ば
し
ば
言
及

さ
れ
る
の
が
、
軍
政
（
１
９
６
４
〜
１
９
８
５
）、
４
代
目

の
ガ
イ
ゼ
ル
政
権
（
１
９
７
４
〜
１
９
７
９
）
が
テ
ー
ゼ

と
し
て
き
た
「
責
任
あ
る
現
実
主
義
的
な
全
方
位
外
交
」

で
あ
る
。
ル
ラ
外
交
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
全
方
位
外
交
を

全
開
さ
せ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
ガ

イ
ゼ
ル
外
交
の
場
合
は
、「
全
方
位
」
と
言
っ
て
も
、
実
際

に
は
欧
米
に
日
本
を
加
え
た
３
極
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ

う
と
し
た
の
に
対
し
、
ル
ラ
外
交
は
文
字
通
り
世
界
全
体

を
視
野
に
入
れ
て
の
全
方
位
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
は
、ル
ラ
政
権
下
８
年
の
「
大
統
領
外
交
」
の
足

跡
を
取
り
ま
と
め
た
表
１（
次
頁
）に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

同
大
統
領
の
在
任
８
年
間
の
外
国
訪
問
回
数
は
、
２
０

０
２
年
10
月
の
第
１
期
当
選
後
か
ら
就
任
前
ま
で
の
４
カ

国
を
含
め
て
２
６
７
回
に
上
る
。
こ
の
回
数
に
は
、
先
進

国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
会
合
や
金

融
問
題
を
協
議
す
る
Ｇ
20
（
20
カ
国
・
地
域
）
首
脳
会
議

な
ど
、
多
国
間
協
議
へ
の
出
席
の
際
に
行
っ
た
訪
問
先
首

脳
と
の
公
式
の
２
国
間
協
議
を
別
途
数
え
て
い
る
な
ど
、

実
際
の
外
遊
回
数
よ
り
は
多
い
。
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ

て
も
、
年
平
均
32
・
８
回
（
２
０
０
２
年
を
除
く
）
は
特

筆
さ
れ
る
数
値
で
あ
る
。

　

新
聞
情
報
に
よ
る
が
、
軍
政
終
焉え

ん

後
最
初
の
文
民
政
権

で
あ
っ
た
サ
ル
ネ
イ
大
統
領
（
１
９
８
５
〜
１
９
９
０
）

や
そ
の
後
の
コ
ロ
ル
大
統
領
（
１
９
９
０
〜
１
９
９
２
）

の
外
遊
は
、
在
任
日
数
の
９
％
台
で
あ
っ
た
（Folha de 

São Paulo

紙
、
２
０
０
９
年
４
月
22
日
）。
１
９
９
４
年

の
「
レ
ア
ル
計
画
」
で
イ
ン
フ
レ
の
鎮
静
化
に
成
功
し
、経

済
安
定
化
の
メ
ド
を
つ
け
た
大
統
領
カ
ル
ド
ー
ゾ
（
１
９

９
５
〜
２
０
０
２
）
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
は
一
気
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に
活
発
化
す
る
。
同
大
統
領
は
、
２
期
８
年
に
及
ん
だ
在

任
期
間
中
に
１
１
５
回
の
外
遊
を
こ
な
し
、
海
外
滞
在
日

数
比
は
11
・
８
％
に
及
ん
だ
。
ル
ラ
大
統
領
は
、
そ
の
記

録
（
日
数
比
）
を
、
在
任
期
間
20
カ
月
を
残
し
た
２
０
０

９
年
４
月
時
点
で
塗
り
替
え
た
と
同
紙
は
伝
え
て
お
り
、

そ
の
後
も
記
録
を
更
新
し
続
け
て
き
た
。

　

ル
ラ
外
交
に
つ
い
て
、
側
近
の
１
人
で
あ
る
セ
ル
ソ
・

ア
モ
リ
ン
前
外
相
は
、
対
外
関
係
面
で
関
係
不
在
の
「
影

を
な
く
す
こ
と
」
に
最
大
の
力
点
を
置
い
た
、
と
退
任
時

の
挨
拶
で
述
べ
て
い
る
。
同
氏
は
、
ル
ラ
在
任
８
年
間
一

貫
し
て
外
相
と
し
て
大
統
領
を
支
え
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交

専
門
誌
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
』（
２
０
１
０
年
12
月

号
）
に
よ
っ
て
、
世
界
情
勢
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
グ
ロ
ー

バ
ル
・
シ
ン
カ
ー
ズ
１
０
０
人
の
１
人
に
選
出
さ
れ
て
い

る
。
国
連
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
入
り
の
悲
願
達

成
の
た
め
に
も
「
影
」
を
な
く
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、ル

ラ
政
権
下
で
新
た
に
開
設
さ
れ
た
大
使
館
、
領
事
館
等
の

在
外
公
館
数
は
68
に
上
る
と
の
情
報
も
あ
る
（
同
国
の
総

合
週
刊
誌
『V

eja

』
２
０
１
０
年
６
月
９
日
）。
ル
ラ
政

権
下
、
官
房
長
官
を
務
め
た
ル
セ
フ
新
大
統
領
の
表
現
を

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 合計
％

多国間協議 9 　7 ７ 6 14 13 21 11 88

２
国
間
協
議

南米 2 7 6 10 5 8 9 7 8 62 34.8

中米 1 2 1 4 5 3 3 19 10.7

北米 2 2 1 2 2 9 5.1

ヨーロッパ 6 1 5 2 6 8 10 1 39 21.9

アフリカ 5 2 5 4 3 1 2 6 28 15.7

アジア 2 2 1 3 2 1 11 6.2 

中東 5 1 4 10 5.6 

南極大陸 1 1

計 4 35 21 30 17 38 40 48 34 267

表１　ルラ大統領の訪問先国数および多国間会議出席回数

注：�2002 年は10月の大統領選挙後、就任までの外遊。メキシコは北米に含まれる。�
多国間協議先で訪問国首脳との会議がもたれた場合は2国間にも記載。�
合計の構成比は、多国間協議、南極大陸を除いた2国間協議（178 件）に占める比率。

出所：ブラジル外務省『2003 年－ 2010 年外交評価』（同省ホームページ）。
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借
り
れ
ば
、
ま
さ
に
「
扇
状
に
広
が
っ
た
」
関
係
で
あ
る
。

　

実
際
に
表
１
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
「
外
交
の
基
軸
」
と

さ
れ
る
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
（
南
米
南
部
共
同
市
場
）
や

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
（
南
米
諸
国
連
合
）
を
結
成
す
る
南
米
諸

国
か
ら
始
ま
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
へ
と
大

統
領
外
交
を
展
開
し
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
歴
史
的
に
関
係
が
深
い
米
国
や
欧
州
に
も
足
を
向
け

て
い
る
。
与
党
・
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
が
主
体
の
同
政
権

は
、
左
傾
化
す
る
21
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
中

で
も
代
表
す
る
左
派
政
権
だ
が
、
米
国
に
は
２
国
間
外
交

で
６
回
、
国
連
総
会
な
ど
の
多
国
間
会
議
出
席
の
た
め
に

10
回
（
２
国
間
外
交
と
の
重
複
も
含
む
）
訪
れ
て
い
る
。

　

訪
問
国
の
総
数
は
83
カ
国
。
こ
れ
に
南
極
と
南
米
北
部

の
仏
領
ギ
ア
ナ
が
外
遊
先
に
加
わ
る
。
２
国
間
協
議
の
た

め
10
回
以
上
訪
問
し
た
国
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
２
カ
国
、
５
回
以
上
が
米
州
諸
国
の
ほ
か
、
ス
ペ
イ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
７
カ
国
、
３
〜
４
回
と
な
る
と
南
ア

フ
リ
カ
な
ど
15
カ
国
を
数
え
る
。
一
方
、
こ
の
８
年
間
で

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
た
海
外
の
政
府
首
脳
は
総
数
１
０
８

カ
国
に
達
し
た
。
最
多
数
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
20
回
）
を
は

（1）

（1）

じ
め
、
中
南
米
の
主
要
国
は
い
ず
れ
も
５
回
以
上
で
あ
る
。

　

多
国
間
協
議
の
た
め
の
外
遊
も
、
第
１
期
（
２
０
０
３

〜
２
０
０
６
）
の
29
回
か
ら
、
第
２
期
（
２
０
０
７
〜
２

０
１
０
）
に
は
59
回
に
倍
増
し
た
。
金
融
秩
序
の
立
て
直

し
を
図
る
た
め
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
２
０
０
８
年
９

月
）
後
に
急
き
ょ
組
織
さ
れ
た
Ｇ
20
が
示
す
よ
う
に
、
国

際
場
裏
で
の
新
興
国
浮
上
を
見
事
に
反
映
し
た
結
果
で
あ

る
。
さ
ら
に
こ
の
８
年
間
に
20
を
超
え
る
多
国
間
首
脳
外

交
が
ブ
ラ
ジ
ル
を
舞
台
に
演
じ
ら
れ
た
。
４
回
を
数
え
る

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
首
脳
会
議
な
ど
中
南
米
絡
み
の
会
議

が
多
い
。
こ
れ
に
加
え
て
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
南
ア
（
Ｉ

Ｂ
Ｓ
Ａ
）
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
回
）、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
s
（
ブ

ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）
首
脳
会
議
（
１
回
）、

南
米
・
ア
ラ
ブ
首
脳
会
議
（
同
）、
ブ
ラ
ジ
ル
・
Ｅ
Ｕ
首
脳

会
議
（
同
）、
国
連
貿
易
開
発
会
議
第
11
回
総
会
な
ど
、
地

域
の
枠
組
み
を
超
え
た
会
議
も
少
な
く
な
い
。

関
係
多
様
化
に
よ
る
自
立
外
交

　

大
統
領
外
交
は
、
対
外
関
係
の
す
そ
野
を
大
き
く
広
げ

る
と
同
時
に
、
経
済
面
で
の
関
係
の
変
化
を
反
映
す
る
。
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今
世
紀
に
入
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
は
急
速
な
変
貌
を
遂

げ
た
。中
国
需
要
に
け
ん
引
さ
れ
て
１
次
産
品（
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
）
の
世
界
的
な
価
格
高
騰
が
発
生
す
る
と
、
資
源
国

と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
強
み
が
に
わ
か
に
現
実
的
な
も
の

と
な
っ
た
。
１
９
９
０
年
代
後
半
に
は
年
間
５
０
０
億
ド

ル
前
後
で
あ
っ
た
輸
出
が
、
２
０
０
５
年
に
は
１
０
０
０

億
ド
ル
を
突
破
し
、
２
０
０
８
年
に
は
１
９
７
９
億
ド
ル

と
２
０
０
０
億
ド
ル
台
に
迫
る
勢
い
と
な
っ
た
。
２
０
０

９
年
に
は
世
界
金
融
危
機
の
影
響
で
一
旦
は
減
少
し
た
も

の
の
、
２
０
１
０
年
は
速
報
値
で
２
０
１
０
億
ド
ル
に
達

し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
は
も
と
よ
り
、
食
品
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や

オ
レ
ン
ジ
、
大
豆
、
牛
肉
、
鶏
肉
、
鉱
産
物
の
鉄
鉱
石
、
ア

ル
ミ
、
マ
ン
ガ
ン
、
そ
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
生
産
さ
れ

る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
で
は
、
い
ず
れ
も
世
界
１
位
な
い

し
２
位
を
誇
る
生
産
国
で
あ
る
。
そ
の
上
、
南
東
部
に
お

け
る
深
海
油
田
の
開
発
で
、
２
０
０
６
年
に
は
石
油
の
自

給
化
を
達
成
し
、
少
量
な
が
ら
輸
出
国
に
転
じ
て
い
る
。

　

経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て
輸
出
を
引
き
継
い
だ
の
が
、

内
需
の
拡
大
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
が
政
府
目
標
圏
（
年
率

４
・
５
％
±
２
％
）
内
で
落
ち
着
い
た
上
、
ル
ラ
政
権
に

よ
る
最
低
賃
金
の
継
続
的
引
き
上
げ
、
貧
困
層
へ
の
現
金

給
付
、
雇
用
の
増
加
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
拡
大
と
い
っ
た
諸

要
素
の
相
乗
効
果
で
、
個
人
消
費
が
堅
調
な
伸
び
を
示
し

た
。
２
０
０
３
年
に
は
世
帯
数
の
４
割
弱
で
あ
っ
た
「
Ｃ

ク
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
中
間
層
が
２
０
０
９
年
に
は
５
割

を
突
破
し
た
こ
と
も
、
消
費
の
底
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。

　

旺
盛
な
内
需
は
輸
入
の
増
大
や
物
価
押
し
上
げ
の
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
輸
入
の
約
19
カ

月
分
に
上
る
潤
沢
な
外
貨
準
備
（
２
０
１
０
年
末
で
２
８

７
０
億
ド
ル
）や
旺
盛
な
外
国
資
金
の
流
入
を
背
景
に
、ブ

ラ
ジ
ル
企
業
は
国
際
化
に
踏
み
出
し
た
。
米
国
最
大
の
食

肉
加
工
会
社
ス
イ
フ
ト
を
買
収
す
る
な
ど
先
進
国
市
場
に

乗
り
出
す
一
方
で
、資
源
開
発
や
バ
ス
車
体
、航
空
機
、鋼

材
、
汎
用
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
工
業
製
品
の
現
地
生
産
、
発

電
所
、
道
路
と
い
っ
た
大
型
土
木
建
設
事
業
で
周
辺
の
中

南
米
諸
国
は
も
と
よ
り
、
比
較
的
優
位
な
ア
フ
リ
カ
や
ア

ジ
ア
、
中
東
へ
と
投
資
先
を
広
げ
て
い
る
。
ル
ラ
外
交
は

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
先
兵
役
の
意
味
合
い
を
も
っ
て
き
た
。

　

表
２
（
次
頁
）
は
、
貿
易
相
手
の
構
造
変
化
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
輸
出
面
で
、
わ
ず
か
８
年
間
で
先
進
国
と
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発
展
途
上
国
の
比
重
が
逆
転
し
た
こ
と
が
目
を
引
く
。
国

別
で
は
、
鉄
鉱
石
や
大
豆
の
需
要
が
大
き
い
中
国
が
最
大

の
輸
出
先
と
な
り
、
伝
統
的
な
貿
易
相
手
で
あ
っ
た
米
国

の
比
重
が
10
％
ま
で
低
下
し
た
。
対
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

輸
出
も
ウ
エ
ー
ト
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
分
を
周
辺

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
や
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
地

道
に
稼
い
で
い
る
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

先
の
文
書
『
外
交
評
価
』
は
、
対
米
関
係
に
つ
い
て
、

「
米
国
は
引
き
続
き
最
も
重
要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
」
と
し
つ
つ
も
、「
も
は
や
ブ
ラ
ジ
ル
は
米
国
だ
け
に
依

存
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
、
む
し
ろ
「
米
国

に
と
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
市
場
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
米
伯
両
国
に
よ
る

相
手
国
へ
の
直
接
投
資
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
１
年
に
は

21
対
１
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
０
８
年
に
は
２
対
１
と

な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
南
北
ア
メ
リ
カ
を
統
一
市
場
に
し

よ
う
と
し
た
米
政
府
主
導
の
米
州
自
由
貿
易
地
域
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
５
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
マ

ル
デ
ル
プ
ラ
タ
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
米
州
首
脳
会
議
で

「
協
定
享
受
の
た
め
の
公
平
な
条
件
が
整
わ
ず
」頓
挫
し
た

輸出 輸入

2002 2009 2010（1-8 月） 2002 2009 2010（1-8 月）

先進国 61.5 43.0 41.5 65.5 53.8 62.0

うち米国 25.7 10.3 9.9 22.1 15.8 17.7

　　日本 3.5 2.8 3.3 5.0 4.2 3.8

　　ＥＵ 25.8 22.2 21.4 28.6 22.9 25.3

発展途上国 38.5 57.0 58.5 34.5 46.2 38.0

うち中国 5.0 14.9 16.7 3.9 12.9 16.3

　　インド 1.1 2.2 1.8 1.2 1.7 2.6

　　ラテンアメリカ 19.1 23.3 23.6     17.7 17.8 19.7

　   　（MERCOSUL） 5.5 10.3 10.9 11.9 10.3 10.8

　　中東 3.0 2.5 2.9 3.0 2.5 2.9

　　アフリカ 3.9 5.7 4.4 5.7 6.6 7.8

貿易総額（億㌦） 604 1,530 1,261 472 1,277 976

表 2　ブラジルの主要貿易相手先構成比（％）

出所：ブラジル外務省ホームページ。
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と
の
認
識
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
の
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が

近
年
指
摘
す
る
、
同
国
の
「
関
係
多
様
化
に
よ
る
自
立
外

交
」
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
の
変
化
を
見
据
え
て
対
外
関
係
の

す
そ
野
を
大
き
く
広
げ
た
ル
ラ
外
交
に
つ
い
て
は
、
先
進

国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
同
国
経
済
界
の
み
な
ら
ず
、
外

交
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
と
自
負
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
外
務
省

の
間
に
も
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
駐
米
大
使
、
財

務
相
、
国
連
貿
易
開
発
会
議
事
務
局
長
を
歴
任
し
た
著
名

な
外
交
官
ル
ー
ベ
ン
ス
・
ヒ
ク
ペ
ロ
大
使
は
、「
ル
ラ
政
権

後
の
外
交
─
ブ
ラ
ジ
ル
と
世
界
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
外
務
省
主
体
の
外
交
か
ら
一
線
を

画
し
た
パ
ラ
レ
ル
外
交
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
る
。

ル
ラ
後
に
つ
い
て
は
、ル
ラ
時
代
に
比
べ
「
個
人
性
、仰
々

し
さ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
抑
制
し
、（
現
下
の
）
複
雑

な
国
際
世
界
の
中
で
ブ
ラ
ジ
ル
固
有
の
利
益
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
み
て
い
る
。

変
化
す
る
伝
統
的
な
対
日
関
係

　

最
後
に
、日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
外
交
評

（2）

（3）

価
』
で
は
、
対
日
関
係
の
項
の
冒
頭
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
り
、

日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
最
も
旧
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

明
記
す
る
。
２
０
０
８
年
に
邦
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０

０
周
年
を
祝
し
た
“
人
的
な
絆
”
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ル
ラ
政
権
下
の
新
た
な
動

き
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
で
あ
る
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
に
お
け
る
サ
バ
ン
ナ
開
発
や
、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
技
術
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
│
Ｔ
方
式
）
の
普
及
で
両
国

が
行
っ
た
第
３
国
協
力
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
前
者

は
、
今
や
世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
に
育
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の

セ
ラ
ー
ド
（
同
国
版
サ
バ
ン
ナ
）
に
お
い
て
、
22
年
間
に

わ
た
り
日
本
が
協
力
し
て
培
っ
た
農
業
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
後
者
の
地
デ
ジ
は
、
日
本

の
方
式
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
技
術
を
付
加
し
て
売
り
込
み
を
図

り
、
南
米
ほ
ぼ
全
域
の
標
準
技
術
に
仕
立
て
上
げ
た
実
績

を
指
し
て
い
る
。

　

通
商
面
だ
け
を
み
れ
ば
、
日
本
は
中
国
に
２
０
０
０
年

ま
で
占
め
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
ア
ジ
ア
貿
易
の
ト
ッ
プ

の
座
を
完
全
に
明
け
渡
し
た
。ル
ラ
大
統
領
の
訪
問
も
、日

本
の
１
回
（
こ
の
ほ
か
多
国
間
協
議
の
た
め
２
回
）
に
対
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し
中
国
は
２
回
（
同
１
回
）
と
上
回
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

上
記
の
事
例
は
量
だ
け
で
は
な
く
質
的
な
変
化
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
が
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。「
在
外
ブ
ラ
ジ
ル

人
」
を
扱
っ
た
箇
所
で
は
、
日
系
人
を
主
体
と
し
た
日
本

在
住
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
か
な
り
の
字
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

『
外
交
評
価
』
は
、
在
外
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
同
国
に
と
っ
て

「
戦
略
的
重
要
性
を
持
つ
」
存
在
と
評
価
し
、「
在
外
ブ
ラ

ジ
ル
人
代
表
者
審
議
会
」
を
創
設
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　

新
政
権
が
誕
生
し
た
が
、
ル
ラ
大
統
領
時
代
の
ア
ウ
レ

リ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
外
交
特
別
顧
問
が
残
留
す
る
な
ど
、
当

面
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
外
ス
タ
ン
ス
に
急
激
な
変
化
は
み
ら

れ
な
い
。
し
か
し
外
務
大
臣
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ト
リ

オ
ッ
タ
外
務
次
官
が
昇
格
し
、駐
日
大
使
も
交
代
す
る
。外

交
の
陣
容
が
徐
々
に
代
わ
る
中
で
、
ル
ラ
外
交
に
よ
っ
て

大
き
く
広
が
っ
た
対
外
関
係
を
ど
の
よ
う
に
方
向
付
け
て

い
く
の
か
、
ル
セ
フ
大
統
領
の
手
腕
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の
域
外
加

盟
国
と
し
て
参
加
し
た
い
。
日
本
の
協
力
を
」
と
、
離
日

前
の
講
演
で
述
べ
た
カ
ス
ト
ロ
・
ネ
ー
ベ
ス
前
駐
日
大
使

の
一
言
が
筆
者
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
東
ア
ジ
ア
が
引
き

続
き
世
界
経
済
の
中
心
を
担
う
と
の
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
認
識

の
下
に
述
べ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

（
注
）（1）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
公
用
語
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
」
で

表
記
し
た
。

（2）　

V
igeni, T

ulio and Gabriel Cepaluni, 
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uest for 

A
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W

orld Q
uarterly, vol.28, no.7 （2007

）.

（3）　

R
icupero, R

ubens "F
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A
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